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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　懲戒免職処分取消請求事件（神戸地裁平成29年４月26日判決（判例地方自治433号27頁）。以下「本判決」という。）は、兵庫県宝塚市の消防職員であったＸが、許可を受けずに自ら営利企業を営んだこと（２件）、妻子があるのに独身と偽って女性（Ａ）と交際し、それが発覚し同女性から損害賠償請求訴訟を提起されたこと、行先について虚偽記載をした旅行願を提出したことの４件の非違行為を理由とする懲戒免職処分を受けため、当該処分は、市が設けた懲戒処分の指針を逸脱し、裁量権を逸脱・濫用するものであるとして、その取...
	○　本件は、典型的な裁量権の逸脱・濫用を争われた事件であり、至って単純な事件といえる。
	○　懲戒処分の裁量権の逸脱・濫用といえば、忘れてならないのが神戸税関事件、四国財務局事件である。これらは国の事件であり、地方公務員の事件であれば、伝習館事件である。判断枠組みは、全く変わっていない。
	○　結論として、この裁判体の判断自体は、やむを得ない判断であると個人的には考える。
	○　処分指針には「個別の事案の内容によっては、標準例に掲げる処分の種類以外とすることもあり得るところである。」と明記している。処分指針を根拠として、裁量権の濫用を判断することができるのだろうか。
	○　懲戒処分とは、非違行為に対する制裁であるから、複数の非違行為に合わせて一つの懲戒処分を行えるのだろうか。行えるとして、処分量定上の上限は存在するのか。このいう問題がよく議論されるが、どこまで処分を重くできるのかについては、刑法の併合罪加重（47条）が1.5倍としていることが参考になるのではないかと考える。
	○　Ｘを公務員秩序から排除したかったのであれば、適格性欠如による分限処分も検討すべきであった。ただし、本件が分限免職できる事案なのかという議論はある。
	○　公務遂行上の問題ではないＡの被害の訴えが本件の発端であるとするならば、懲戒免職処分を取り消すとした本判決の判断はやむを得ないと考える。
	○　加古川事件は、勤務中に制服着用してコンビニの女性店員にわいせつ行為をした職員を停職６月とした懲戒処分について、一審は、当該懲戒処分は他事考慮（新聞報道されたこと）したものとして取消し、控訴審も一審判断を維持したが、最高裁が、破棄・自判し、処分を相当であるとした。この事件は、最高裁が珍しく破棄・自判し、一・二審を完全に否定しているところが大きい。
	○　仮に、加古川事件が懲戒免職、本件が停職６月という処分であった場合、裁判所がどのように判断したのか、非常に興味深い。

